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〔言語文化メジャー〕〈金子ゼミ〉アニメタイトルの変遷研究芥川龍之介「河童」自筆原稿の仮名表記製菓商品のネーミングライトノベル 文体研究〔表現文化メジャー〕〈山中ゼミ〉映画「マトリックス」論
　
〜「マトリックス」の世界にお
ける《支配》と《自信》
「刺青」の描く美の世界
　
―谷崎の試みは成功したか―
文学教育で育む〔生きる力〕
　
―『高瀬舟』の授業実践か
ら文学教育の可能性を探る
『砂の女』における男の変化泉鏡花『高野聖』にみる美
　
―『龍潭譚』と比較して―
太宰治の文体について
　
―「人間失格」にみる文章の魅力
―
『遠野物語』遠野の霊魂譚と柳田の研究領域の関係戯曲「わが友ヒットラー」の先行研究批判および物語論に
よる分析
　
―「わが友ヒットラー」の再評価に向けて―
夏目漱石『夢十夜』の第一夜より―女の死の意味について
―
芥川龍之介作品「歯車」における色彩の意図〔異文化コミュニケーション日本語メジャー〕〈蓮沼ゼミ〉ナヤシ方言の相違敬語の変遷をたどる食べ物の味を表す共感覚表現女性雑誌のキャッチコピーの について人狼ゲームに見られる説得が上手な人の音声的要素の特徴一次創作と二次創作
SSの比較について―二次創作「ゆるゆ
り
SS」に独自性があるか―
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新しい日本語としての「何気に」―現代日本語の変化―オノマトペの果たす役割について現代における二重敬語の実態中国語母語話者の依頼表現特徴について接続詞「でも」の用法について―逆接に留まらない有用的
機能を中心に―
　
〜普通に〜
女言葉から見られる女性の社会的地位 変化発話の最初に言う まあ につ て〈守屋ゼミ〉児童文学にみられる日本語の特徴日本語話者と熟字訓日本語におけるオノマトペの役割オノマトペ教育の必要性と教授法おもてなしという表現身体語彙を含む慣用句の分析―日中対照を中心に〈大塚ゼミ〉第二言語教育としての 教育における『ノンネイティ
ブ』日本語教師の果たすべき役割―学習者の視点から―
敬語の誤用―誤用の傾向性から普及原因を知る―オノマトペの必要性
同意のあいづち（同意度）の研究企業と学生のコミュニケーション能力に対する考え方の
ギャップについて―ギャップ対策としての『学び合い』―
神にまつわる表現―日伯比較より―現代日本語における色彩感覚について 色彩語
“
赤、
青、
黄色
”
における抽象語・具象語の観点から―
現代に於ける漢字の価値観 未来について高等教育 お 教員と生徒間の敬語選択大学生の言語戦略について―敬語とため口のコードス
イッチング
大阪弁の今―感情表現から読み解く―日本サッカーが発展するために―キャッチフレーズ 視点
から―
「やばい」の汎用性―大学生の使用実態から―伝わりやすい文章を書くために若者の日本語に対する現状意識について
